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もったいない食器市に関するアンケート結果 

 

 平成 28 年 2月 14 日（日）に開催した“もったいない食器市“に併せて、「残った食器は、今後どのようにし

たらよいか？」をテーマにアンケートを実施した。その結果を以下に示す。回答者は、もったいない食器市への

参加者 130名である。 

 

1. 廃棄処分するのも（有料）仕方ないと思う。 

男性：5名、女性：4名、子ども：2名 合計 11名 

 

＜理由＞ 

・保管場所の確保と保管費用が必要となるため。 

・残りの商品に良い商品がないため。 

 

2. 有効活用できる方法を探すべきだと思う。 

男性：37名、女性：60名、子ども：22名 合計 119名 

 

＜具体的な活用方法（記述：25名）＞ 

 

“もったいない食器市”の定期開催：6名（同意見含む） 

・定期的にやって欲しい。 

・食器市の開催回数をもっと増やして欲しい。 

・開催回数を増やすことで利用者も増やし、残るものを減らしたい。 

・定期的にやって欲しい。市のイベント行事の度に開催するのが絶対にいいと思う。何ヶ所かでやって欲

しい。 

・まだ知らない人もいるので、こまめに出せて、持って帰れるようにして欲しい。 

 

“もったいない食器市”の周知方法：4名 

・「もったいない食器市」を知らない人が多く、この機会を上手く活用できていないので、もっと知れ渡る 

工夫が必要である。 

・もっとみんなに分かるように、色々とお知らせして欲しいと思う。 

・カルチャークラブとかトビオとか公民館とか、人が集まる所に大々的にみんなが知れるようにチラシ 

などを貼って欲しい。 

・公民館に出向き、公民館職員にではなく、料理教室などの利用者にチラシ等で周知してはどうか？ 

（公民館にはチラシ配布の協力を依頼） 

・市の広報誌でもっと宣伝すべきである。捨てるのはもったいない。できれば未使用のものがあれば 

うれしい。 
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常設施設の設置：6名（同意見含む） 

・いつでも市民が見に来られるようにする。 

・継続して実施してほしい。常設が良いと思う。 

 

他施設での使用：3名（同意見含む） 

・今回残った品で処分に行ってしまうのが残念に思います。公民館さんとかに少しでも置いていただけ 

ましたら、ありがたく思いました。 

・施設で使っていただいたらと思う。（老人ホーム・子ども園） 

 

その他：7名 

・耐熱食器を欲しい人が数人いた。活用できるのであれば分別して耐熱食器コーナーを設けてはどうか。 

・ガラス器は粉砕して新しいガラス製品に作り変える。食器も壊して新しい食器を作る。 

・食器としてだけでなくキャンドル等の受皿として利用もできる。 

・イベントのキャンドルなど作れたらいいなと思う。 

・小学校のバザーに出す。 

・廃棄処分が有料だと限界があるので、市にも応援して欲しい。 

・保管場所がネックではあるが、種類ごとに整理してまとまった数欲しい所（または貸して欲しい所） 

を募る。市役所や商工会議所から傘下に一斉声掛けをしてもらえないか。 

 

 

 


